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～板橋区コミュニティ・スクール（ｉＣＳ）を知ろう～ 

 桜川小学校の第３回ＣＳ委員会では、全教員を交えた熟議を行いました。「学校の現状を知ろ

う」をテーマに、ｉＣＳとしてどのようなことができるか考えるきっかけづくりの機会となりま

した。（訪問日：令和３年８月３１日） 

コミュニティ・スクール委員会にアドバイザー派遣を行っています！  

学校の現状を知ろう 

 教員を交えた熟議は「学校の現状を知ろう」というテーマで

行われました。これからｉＣＳとしてどのようなことができる

だろうかということを考えるためには、まず学校の現状を知る

ことが大切！というお考えから決まったテーマでした。 

 教員からは日頃の学校の様子を伝え、ＣＳ委員からは授業を

見学した際に感じたことなどを伝えていました。また、「地域のどこにどんな人材が眠っている

のか教員側は熟知していない。こんな授業がやりたい！と思っても発掘から交渉に時間がかかり

断念してしまう」といった先生からの意見に対し、「先生と地域の間に入って人材を紹介してい

きたい」といったＣＳ委員からの意見が見られました。 

 ＣＳ委員会のさらなる充実を図るため、アドバイザー派遣事業を８月下旬から開始しました。

コミュニティ・スクールや学校・地域連携に造詣が深い方が、アドバイザーを担っています。 

 アドバイザーは、各校のＣＳ委員会の様子を見た後、ｉＣＳ活用のビジョンやめざす方向性等

について校長先生やＣＳ委員長の思いや考え方を、コーチングにより引き出し、整理する手助け

をするとともに、知見や経験をいかしたアドバイスを行っていきます。 

 派遣は、学びのエリア内で１校のＣＳ委員会に行っており、今回訪問した桜川小学校も派遣校

の１つです。今回のＣＳ委員会をアドバイザーが見学し、委員の皆様と直接お話しま

した。今後桜川小は、ＣＳ委員長と校長先生を中心にアドバイスを行っていきます。 



 熟議は、これまで情報交換にとどまっていた学校と地域が、地域とともにある学校をめざ

し、より具体的な議題等に主体的に関わり、信頼関係を築くことで、納得を伴った合意形成

を図る最適な手段です。 

 ｉＣＳの活動に正解はありません。各校のＣＳ委員会で熟議を重ねることで、学校の課題

に対する理解を深めるとともに、より多くの多様な意見を反映させながら、学校・家庭・地

域の役割を明確にし、具体的な支援活動等につなげることが期待されます。 

ＰＯＩＮＴ！ ～熟議について～ 

  熟議についてもっと知りたい！！ 

  

  

桜川小学校支援地域本部の取組 

 ＣＳ委員会の中で、地域コーディネーターから学校支援地域本部の事業報告がありました。

「急なボランティア依頼であっても、対応できることが多いです！先生方、どんどんお声かけく

ださい！」と心強いお言葉がありました。学校支援地域本部が管理するＬＩＮＥがあり、すぐに

ボランティア募集ができる仕組みができていました。また、ボ

ランティアに参加するとシールがもらえ、シールを何枚か集め

るといいことが！！といったボランティアの方に楽しんで参加

してもらえる取組もされています。 

参加申込や詳細は、こちらから  ➡ 

 全国コミュニティ・スクール連絡協議会、文部科

学省、三鷹市教育委員会主催でオンライン開催さ

れます。 

 全国の実践事例や三鷹市のこれまでの取組をも

とに、子どもたちの豊かな学びを支えるための学

校と地域の連携・協働について学び、考える機会

となっています。 

 特に15時20分～16時30分の分科会②は「熟

議」をテーマとしており、具体的な実践発表と

なっています。是非ご覧ください！！ 

～全国コミュニティ・スクール研究大会 in 三鷹～ 


